十七帖の研究(1)三井聴冰閣本からの筆意研究 by 内田 征志
「十七帖の研究」 （一）
目 　次
　要 　約　論文の要旨　序　準 備
「十七帖」について
　本 　論
「第一章」
　書法編・ 「三井聴氷閣本十七帖」からの筆意考証
「一」 、 「三井聴冰閣本十七帖」断筆の研究「二」 、 「三井聴氷閣本十七帖」跳ねの研究「三」 、 「三井聴氷閣本十七帖」骨格の研究
八五
「十七帖の研究」 （一）　　︱
三井聴冰閣本からの筆意研究
︱
内 　田 　征 　志
「十七帖の研究」 （一）
八六
「四」 、 「三井聴氷閣本十七帖」足下二文字の研究「五」 、 「三井聴氷閣本十七帖」連綿の研究
　参考文献
「十七帖の研究」 （二）
　　　　
―
三井聴氷閣本からの筆意考証と日本近代大家臨書の一考察
―
「五」 、 「三井聴氷閣本十七帖」連綿の研究の続き「六」 、 「龍保帖」 筆意研究「第二章
　日本近代大家臨書の一考察　結 語　参考文献
要 　約
（本文の内容を要約した文章）
　本論文は、王羲之「三井聴冰閣本十七帖」の筆意の研究論 である。 「研究会や講習会などで行ってきた文字比較実践臨
書研究を踏まえての筆意考証である。 三井聴冰閣本十七帖」の呼吸や運筆のリズムを科学していく。第一章では、王羲之「三井聴冰閣本十七帖」を調査検証し各文字の力のバランスを検証する。一字一字の調査は、私自身創造を絶する、王羲之世界への大きな展開となった。第二章 は、日本近代大家の「王羲之・十七帖 臨書研究を行い、その重要性を考察する。
　これからの時代、 「何をどう学ぶか」が重要であり、正しい書とは何かを王羲之「三井聴冰閣本十七帖」の筆意を通し内
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外に発信していきたいとまとめる。論文の要旨主論文「十七帖の研究」 （一）
―
三井聴冰閣本からの筆意研究
―

内田征志 　
緒 　言
　現在、臨書は形意ばかり追う傾向にある。よって本研究では、王羲之「三井聴冰閣本十七帖」を題材として、研究会や講
習会等で行ってきた文字比較実践臨書研究を踏まえて、筆意考証をおこなうことを目的とした。対象と方法
　王羲之「三井聴冰閣本十七帖」の筆意の研究を行う。第一章では、王羲之「三井聴冰閣本十七帖」を一字一字調査検証し
各文字の力のバランスを検証する。第二章では、日本近代大家の「王羲之・十七帖」臨書研究をおこない、その重要性を考察する。結 　果
　王羲之「三井聴冰閣本十七帖」の一字一字調査検証を進めることによって、羲之のリズムや呼吸など立体的な動きを解明
することが出来た。このように、形意の理の裏側には、運びの理が隠されていることが確認された。それぞれの文字の中身の構造とその受け応えが重要で、平面上の動きだけでは形にならない（臨書にならない）ことが確かめられた。
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考 　察
　王羲之「三井聴冰閣本十七帖」には、二十九通それぞれ通貫した正しいリズムがある。形意の理の裏側には、運びの理が
横たわっていることが示唆された。序 　論
（背景、研究の動機や意義、成果の位置づけ、重要性など）
　イギリスのエコノミスト誌「二〇五〇年の世界 の予測では、第十二章にグローバリゼーションとアジアの世紀が示され
ている。二〇五〇年は、世界の生産量の五十パーセントがアジアにある。一八二〇年以前の水準に戻ると考えられる。所謂、アジアの時代である。必然的にアジアの文化も見つめなおされてくる。次世代の新しい方向を開いていくには、文化の追求にその根元があるのかもしれない。私たち漢字文化圏においては、中国・韓国・日本それぞれの古典が、それである。 「書」では、数ある名品の中 何をどう学ぶかが、大変重要である。平成二十五年一月から三月に東京国立博物館で開催された、「王羲之の書」展では、日本国内にある羲之の精巧な模本（写し）が一同に並んだ。遣唐使等により我が国にもたらされたと考えられる新発見の「大報帖」はしかり、 「十七帖」の存在は大きい。真筆が残っていない羲之書を考えていく上 も表面的なことではなく、原本の裏側に隠された、三井聴冰閣本十七帖の筆意研究を柱として論を進めていく。準 　備
（論文を読むための既存の基礎知識など）
　「十七帖」について　唐時代の太宗皇帝が、東晋時代の王羲之書を蒐集し、弘文館（現在の大学のようなもの）で、お手本として一つの帖にま
とめた単帖である。収載された羲之の尺牘（手紙）二十九通のうち 「来禽館 一通の二十文字のみが楷・行書体で、そ
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の他は全て草書体である。その多くは、蜀の周撫という人物に宛てた尺牘（手紙）である。二王（王羲之・王献之）の書は、その当時より、コレクションの対象となっていた。六朝時代以降、それは益々揺るぎないものとなり、各王朝の至宝として収集されていった。羲之コレクターの中でも特に収集に命をかけたのが、唐時代の太宗皇帝であった 太宗は、収集した三千余りの羲之書の分類を褚遂良等に命じる。有名な羲之書だけに復刻も多く、十七帖の種類もかなり多い。現存する十七帖を確認すると、巻末に「勅」字のある館本と、賀知章臨本から出た賀監本系統のもの 二つに大きく分類できる。賀監本は、五代南唐の李煜が賀知章の臨書したものを上石したものである 各行ごとに楷書 釈文が付してある。勅字本も様々あるが、三種類に分類できる。以下 三本には、宋時代の魏道輔等の跋文が確認できる。①「三井聴冰閣本」
　三井聴冰閣本は、元々日本では、江戸時代の貫名菘翁（一七七八〜一八六三）書家・儒者・詩人・画家でもあるが愛蔵し
ていた。後に、明治の三大家（巖谷一六・日 部鳴鶴） 手を経て、現在三井家の所蔵になっ 。三井本に 、明時代の祁豸佳の印が確認できる。また特徴として、文字の転接部分等に断筆がある。筆の向きを鮮明 した特異な刻法である。結体もしかり、鋭く強い線でより生々しく、鮮やかで筆路もハッキリとしている。②「上野本」 　
　淸時代の姜宸英の旧蔵本で、大阪の上野有竹齋に帰したことから上野本と呼ばれる。現在、京都国立博物館に収蔵されて
いる。この帖は、朱処仁・七十の一部合計十行が欠落 い 入墨箇所も多い。この系統には、王穉登本や文徴明本等ある。宋拓本。③「缺十七行本」
　十七行の欠落があるので、缺十七行本とよばれる。児女帖、
譙
周帖、諸従帖、漢時帖の四帖各々首二行と薬草帖の末一行
の合計十七行がな 。この系統に 來禽館本・餘淸齋本等がある。
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　王義之十七帖が最初に出てくるのは、唐時代張彦遠の「法書要録・巻第十」に確認できる、 「右軍書記」という項目である。
それには、王義之の書四六五種類の釈文が記載されている。その巻頭に十七帖の全文が記されている。以下、それを示す。「法書要録巻第十・右軍 記」十七幅長一丈二尺卽貞観中内本也一百七行九百四十二字是烜赫著名帖也太宗皇帝購求二王書大王艸有三千紙率以一丈二尺爲巻取其書迹及言語以數相從綴成巻以貞観兩字爲二、小印印之褚河南監装背率多紫檀軸首白檀身紫羅標織成帯開元皇帝又以開元二字爲二小印印之跋尾又列當時大臣等十七帖者以卷首有 七日字故號之二王書後人亦有取帖内一句語稍異者褾爲帖名大約多取卷首三兩字及帖首三兩字也と記されている。
　その内容を示すと、
「十七帖は、長さ一丈二尺あり、貞観年間、内府に所蔵されていた本である。百七行、九百四十二字よりなる、恒赫として著名な法帖である。唐の太宗皇帝が 二王の書を購求したが、大王（王義之）の草書は三千紙あった。おおむね、一丈二尺を一巻とし、その迹および言葉の同じ類のものを集めて、つづり合わせて一巻とし、貞観の二字を二つの小さな印として、これに押し、褚河南（褚遂良）が装背を監修し、おおむね、多く紫檀の軸首に白檀の軸身とし、紫羅標（紫色のうすぎぬの表装） 、織成の帯（ひも）を用いている。開元皇帝（玄宗）はまた、開元 二字の二小印をつくって、これを押した。跋尾には当時の大名等の を列記した。十七帖というのは 巻首に「十七日」という字があるの 、この帖に名づけたのである。二王の書には、後世の人もまた 内の一句の 、ややものを取って 帖の名称とし 。それにはたいていは巻首二、三字を取っている」という内容が示され 。
　次に、十七帖・二十九通の尺牘各々にも帖名がついているので、それを示す。
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1、郗司馬帖（友人へ宛てたもの）2、逸民帖（隠遁生活に憧れるもの）3、龍保帖（身内を気づかうもの）4、絲布衣帖（贈答を示すもの）5、積雪凝寒帖（知人へ宛てた6、服食帖（薬の服用を示したもの）7、知足下帖（親戚へ宛てたもの）8、瞻近帖（知人へ宛てたもの）9、天鼠膏帖（薬の効能を尋ねたもの）10、朱処仁帖（友人へ宛てたもの）11、七十帖（観光を希望するもの）12、邛竹帖（贈答品御礼）13、蜀都帖（観光を期待するもの）14、塩井帖（風物見学 希望15、省別帖（互いの消息を尋ねたもの16、都邑帖（都や知人 知らせるもの）17、厳君平帖（名士の子孫18、胡母氏従妹 いとこの消息を述べたもの）19、児女帖（王羲之一家の現状を述べたもの）
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20、
譙
周帖（高尚な人物の消息を問うもの）
21、漢時帖（絵の模写を依頼するもの）22、諸従帖（王家のできごとを述べた23、成都帖（古城の歴史を問うもの）24、旃
罽
帖（薬の服用を示すもの）
25、薬草帖（薬草を送付する内容）26、来禽帖（植物種の保存法について 内容）27、胡桃帖（果樹の栽培に関するも ）28、清晏帖（観光を希望するもの）29、虞安吉帖（就職依頼の内容）
　以上、二十九通の帖名を示した。
本 　論「第一章」書法編・ 「三井聴氷閣本十七帖」からの筆意考証「一」 、 「三井聴氷閣本十七帖」断筆の研究
　三井聴氷閣本十七帖は、上野本と比較すると、より生々しく、鮮やかで、筆路もハッキリとしている。また、転折部分等
に断筆があるのが特徴である。断筆を挿図・１の写真版で確認していく。
　挿図・１、三井聴氷閣本十七帖「郗司馬帖」の第一行目、第四文字目「先」の文字を見る。
「十七帖の研究」 （一）
九三
第一画目と第二画目の接合部分の左下から右上方向に折り返す転折部分と、第三画目と第四画目の接合部分の同じく左下から右上方向に折り返す転折部分とに断筆が確認できる。
　挿図・１、三井聴氷閣本十七帖「郗司馬帖」の第一行目、第五文字目「書」の文字を見る。
第二画目の左下から右方向に折り返す転折部分に断筆が確認できる。
　挿図・１、三井聴氷閣本十七帖「郗司馬帖」の第一行目、第五文字目「馬」の文字を見る。
第一画目と第二画目の接合部分。右上から左下方向 折り返す転折部分に断筆が確認できる。
　挿図・１、三井聴氷閣本十七帖「郗司馬帖」の第二行目、第一文字目「即」の文字を見る。
第一画目の横 から縦 へ 転折部分 断筆が確認できる。
　挿図・１、三井聴氷閣本十七帖「郗司馬帖」の第二行目、第三文字目「得」の文字を見る。
第一画目の横 から縦 への転折部分に断筆が確認できる。
　挿図・１、三井聴氷閣本十七帖「郗司馬帖」の第二行目、第六文字目「書」の文字を見る。
第二画目の横 から縦 へ 転折部分に断筆が確認できる
　挿図・１、三井聴氷閣本十七帖「郗司馬帖」の第二行目、第六文字目「先」の文字を見る。
横画から左下方向へ運ぶ斜画との転折部分に断筆が確認できる。
　挿図・１、三井聴氷閣本十七帖「郗司馬帖」の第三行目、第一文字目「具」の文字を見る。
第一画目の左下から右上方向に折り返す転折部分に断筆が確認できる。
　挿図・１、三井聴氷閣本十七帖「郗司馬帖」の第三行目、第二文字目「示」の文字を見る。
第二画目転折部分に断筆が確認できる。
　以上、郗司馬帖では「先・書・馬・即・得・書・先・具・示 計九文字で断筆が確認できた。それぞれの 、断筆
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部分に注目すると、左から右方向に線を引く箇所。もしくは、左から右上方向に跳ね上げる箇所。右上部から下方向に線を引く箇所等に断筆が確認できる。特にこのような転折部分は、草書としてどうしてでも弱くなりやすい箇所である。その運筆上、最も重要な部分に断筆が設けてある とが確認出来た。又 筆の断ち方にも一定のルールがあるようだ。
　このように断筆は、不用意に筆を運ぶ箇所か、弱く筆が流れやすい箇所に多く確認できる。しかし、注意しなければいけ
ないのは、これで断筆を良しとすれば逆にそれが不自然で、場面によっては、間違いであること なりかねない 断筆が、筆の運びや動きを 解り易くする為の作為的なものである すると理解は出来る。三井本臨書時には、そのことをよく心得て取り組んでいかねばならないと考える。「二」 、 「三井聴氷閣本十七帖」跳ねの研究
　次に、三井聴氷閣本十七帖における跳ね出しの強さを分析していく。逸民帖の文字を例に挙げ、起筆と収筆の検証をして
いく。 「断筆」部分にも注目していくが、同時 断筆の持つ意味も考えていきたい。
　挿図・２、三井聴氷閣本十七帖「逸民帖」の第一行目、第三文字目「東」の文字を見る。
二点ある内の左側点は、閉じていた筆を一気にズバッと開き縦に力を働かせ断筆、その後右上方向に跳ね し強い力が働いていることが確認できる。
　挿図・２、三井聴氷閣本十七帖「逸民帖」の第一行目、第六文字 「作」の文字を見る。
第１画目の起筆は、大き 強く打ち込んでいる。それを受け第二画目真下方向に運び断筆。その後右上方向へ強く高く跳ね出し開いた筆を閉じていっていることが確認 き
　挿図・２、三井聴氷閣本十七帖「逸民帖」の第二行目、第五文字 「懐」の文字を見る。
第二画目の起筆は、大きく打ち込んだ後、真下方向に強く力を働かせ断筆。その後右上 へ大きく強く跳ね出し開 た筆
「十七帖の研究」 （一）
九五
を閉じていっていることが確認できる。第三画目の断筆後の右上から左下方向への跳ね出し部分も非常に強い力が働いていることが確認できる。旁部分の第一画目、右上がりの横画を引いた後に断筆し、大きく開いた筆を一気に閉じ く跳ね出してい 。右上がりに働く力を、こ 右下方向への強い跳ね出しによって戻す働きもあると考える。同じく最終画の跳ね出し部分にも、同様の強い働 が確認できる。
　挿図・２、三井聴氷閣本十七帖「逸民帖」の第二行目、第十文字目「何」の文字を見る。
第一画目の扁部分は、大きく半弧を描く如くゆったりと運び、その後断筆はなく旁部分 向かって 呼吸長く跳ね上げている。
　挿図・２、三井聴氷閣本十七帖「逸民帖」の第四行目、第九文字 「能」の文字を見る。
最終画の断筆後の跳ね出し。これも 筆を開いた後 切れ味よく長い呼吸で 静かに筆を収めてき 次の「悉」字へと気脈が繋がっていっている。
　以上、受け応えの中での強い跳ね出し箇所を確認したが、これらは勢いや激しさを一層強調する効果があり、三井本の鋭
さを醸し出す要因の一つでもあると考え「三」 、 「三井聴氷閣本十七帖」骨格の研究
　三井聴氷閣本十七帖の魅力のひとつに骨格の確かさがある。羲之書の真髄にもかかわる骨格。その確かさを検証していく。　挿図・３、三井聴氷閣本十七帖「省別帖」の第五行目、第一・二文字目「救命」の二文字を見る　第一筆目の左回転曲線運動から縦へ 強い直線に入っていく場面。ここで注目すべきは、第一筆目の線が織り成した空間
である。ただ丸くポッカリと空いているのではなく、途中からの縦への強い線によって空間の一片 直になっていることである。曲と直がはっきりしていることが確認できる。臨書時には、線が織りなす空間を何でも丸くする では く 内部の
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空間にまで気を配らなければいけないことが検証できた。
　次に、 「救」字から「命」字への連綿の線を見る。
「救」字の最収筆部分で開いていた筆がしっかり 閉じ、尚且つ強く連綿していき「命」字の始筆部分に向かっていっている。十七帖は、単独の草書体であるが、これらの様に二文字の連綿、中には三文字の連綿等が確認できる。臨書時に注意すべきことは、この連綿の線を曖昧にせず、はっきりと強く運ぶこと 考える。
　次に「命」の文字を見る。
連綿線からの一筆書きであるが、運ぶ調子が曲か直かはっきりとしていることが確認できる。臨書の際には、曲直 運 を明快にし、歯切れよいリズムで運んでいけるように心掛けてい たい。「四」 、 「三井聴氷閣本 」足下二文字の研究
　「足下」二文字・同一文字比較検証　三井本十七帖中、いたるところに数多く、 「足下（あなた） 」の二文字が出てくる。全部で三十四箇所確認できる。三井本
十七帖は、二十九通の尺牘（手紙）を寄せ集めたものなの 、蘭亭叙中「之」字の多様な表情を見せるように、ひとつのドラマの中での変化という訳にはいかない。羲之の実像の真に迫るため も、足下二文字の比較検証 行う。その構成は多様である。
　挿図・４、三井聴氷閣 足下二文字比較表（１）を検証していく。
①２
―
Ａ 　を見る。 「郗司馬帖」の第二行目、第四・五文字目にあたるが、足下二文字共ほぼ同じ調子で運んでいることが
確認できる。
「十七帖の研究」 （一）
九七
②５
―
Ｂを見る。 「逸民帖」の第二行目、第八・九文字目にあたるが、行末ということもあってか、叩き込むように足下二
文字共小さめに運んでいる。 「足」字の第一画目を平行に。その後も「下」字の第一画目まで横への動きを強め、 「下」字の第二画目は、それを受け真下に力を働かせ断筆していることが確認できる。
③１３
―
Ｃを見る。 「積雪凝寒帖」の第一行目、第三・四文字目にあたる。 「足」字の最終画収筆部分からその弾みでいっき
に「下」字の第一画目まで引き連綿していることが確認できる。
④１４
―
Ｄを見る。 「積雪凝寒帖」の第二行目、第九・十文字目にあたる。 「足」字の第一画目は、前字「省」の最終画収筆
部分から連綿してきている。文字比較表では、連綿部分を切り取って示している 前字から繋がってきているリズムに変化をもたらす意味がある か、 「足下」二字とも少し粘りぎみに運んでいることが確認できる。
⑤１８
―
Ｅを見る。 「積雪凝寒帖」の第六行目、第一・二文字目にあたる。 「足」字の第二画目の縦画を下方向に強く力を働
かせていることが確認できる。 「下」字の第二・三画目を強い力で連綿させ、最終画収筆の跳ね出しも大きく強くはねだしていることが確認できる。
⑥２０
―
Ｆを見る。 「服食帖」の第二行目、第九・十文字 にあたる。ここも 末ということもあってか、圧縮したかのよ
うに運んでいる。 「足」字の第二画目は、右横方向に強く力を働かせている。 「下」字の第二 目は、下方向に軽く運んだ後、その断筆によ 跳ね上げは、非常に強く働いていることが確認できる。 「足下」二字とも、粘りぎみに運んでいる。
⑦２２
―
Ｇを見る。 「知足下帖」の第一行目、 ・三文字目にあたる。 「足」字 二画 を右下方向にほぼ揺らさずに運
んでいる。 「下」字の第二画目は、大きく強く真下方向に運んだ後、断筆 て強く跳ね出し、第三画目 収筆は、 を開いたまま次字の「行」字に強くはっきりと連綿させていることが確認できる。
⑧２６
―
Ｈを見る。 「瞻近帖」の第二行目、第八・九文字目にあた 足下」二文字を通し、テキパキとはっきり し 運
びが確認できる。
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⑨３５
―
Ｉを見る。 「朱処仁帖」の第二行目、第二・三文字目にあたる。 「足下」二文字を連綿させている。最初から最後ま
で、上下の動きを大切にして連綿していることが確認できる。
⑩３７
―
Ｊを見る。 「七十帖」の第一行目、 一・二文字目にあたる。 「足下」二文字を通し、少し粘りぎみに運んだもの。
⑪４２
―
Ｋを見る。七十帖の第六行目、第九・十文字目にあたる。 「足」字、よく筆を開いて運んでいる。 「下」字、第一画
目と第二画目大きく連綿させていることが確認できる。
⑫４６
―
Ｌを見る。 「邛竹帖」の第一行目、第四・五文字目にあたる。 「足下」二文字をほぼ同じ調子で運び連綿させている。
「足下」の二文字を一文字のように見せる構成が確認できる。⑬４８
―
Ｍを見る。 「邛竹帖」の第三行目、第六・七文字目にあたる。 「足」 の最終画収筆部分からその弾みでいっきに
「下」字の第一画目まで引き連綿していることが確認できる。⑭５０
―
Ｎを見る。 「蜀都帖」の第一行目、第二・三文字 にあたる。 「足」字の第二画目で右方向 強い力 働かせた為、
それを受け「下」字の第二画目を思いっきり左で受け、その分第三画目への跳ね返しで断筆をもって強くしていることが確認できる。
⑮５６
―
Ｏを見る。 「蜀都帖」の第七行目、第八・九文字目にあた 足」字を一筆で運び、それを受け「下」字を一画も
続けずバラバラに離していることが確認できる。
⑯６１
―
Ｐを見る。 「塩井帖」の第一行目、第九・十文字目にあた 足」字の最終画収筆部分の跳ね出し 強さを受け
「下」字テンポ良く特に第二画目・第三画目大きく運んでいることが確認できる。⑰６３
―
Ｑを見る。 「省別帖」の第一行目、第四・五文字 にあたる。 「足 字の 一画目を大きく側 のまま左下方向へ強
く運んでいる。それを受け第二画目は、思 っきり右方向へ力 働かせ、収筆の跳ね出しは強く左下方向に だ ている。更に「下」字の第二画目を遠く大 く左で受け、第三画目に向け大きく跳ね出していることが確認できる。
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⑱６４
―
Ｒを見る。 「省別帖」の第二行目、第四・五文字目にあたる。 「足」字を一筆で運び、それに呼応するかのように、
「下」字の第二・三画目を強く連綿にして運んでいることが確認できる。⑲６５
―
Ｓを見る。 「省別帖」の第三行目、第六・七文字目にあたる。 「足」字の第二画目を強く右方向に働かせ、その弾み
で収筆から、イッキに「下」字の第一画目まで引き連綿させていることが確認できる。
⑳６８
―
Ｔを見る。 「省別帖」の第六行目、第二・三文字 にあたる。 「足下」二文字を通し、上下のリズムを生かしテキパ
キと運ん いることが確認できる。
㉑６９
―
Ｕを見る。 「都邑帖」の第一行目・第十文字目と第二行目 第一文字目にあたる。行末と次行頭と行変えしている
場面にあたる。 「足」字の最終画収筆部分。次行に向かう為、左上部方向に跳ね上げている。 「下」字、三画共じっくりと深く運んでいることが確認できる。
㉒７１
―
Ｖを見る。 「都邑帖」の第三行目、第四・五文字目にあたる。 「足」字の最終画収筆部分から 下 一 ま
で、命毛一本位で軽く連綿していることが確認できる。
㉓８４
―
Ｗを見る。 「児女帖」の第四行目、第十・十一文字目にあたる。行末ということもあってか、 」字の第二画目で
かなり強く右下方向に力を働かせ、結体を扁平に構えている。 「足」字最終画収筆から「下」字第一画目への連綿部分強く左方向へ力を返し、 「下」 字の第一画目と第二・三画目との空間を広くとり、結体を縦長にしていることが確認できる。
㉔８８
―
Ｘを見る。 「
譙
周帖」の第三行目、第七・八文字目にあたる。 「足下」二字共、左方向に力が強く働いており、それ
を受け「下」字最終画収筆部分からの左下方向への連綿による引き戻しが、大変強いこ が確認できる。
㉕９７
―
Ｙを見る。 「諸従帖」の第三行目、第十一文字目と第四行目・第一文字目にあたる。行末と次行頭と 変えし い
る場面にあたる。 「足」字の最終画収筆部分。行末ということもあってかじっくりと収めている。 「下」字、第一画目は、横への働き。第二画目は、縦への働き。第三画目は、横への働き。それぞれ受け答え 成り立っていることが確認できる。
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㉖９９
―
Ｚを見る。 「諸従帖」の第五行目、第六・七文字目にあたる。 「足」字、第一画目で筆を開き、第二画目は筆を閉じ
気味に運んでいる。 「下」字も筆の開閉がはっきりしており、二文字通し最初から最後まで、上下の動きを大切にして運んでいることが確認できる。
㉗１０６
―
ａを見る。 「旃
罽
帖」の第一行目、第二・三文字目にあたる。 「足」字と「下」字をはっきりと遠く離している。
「足下」二文字共に右下方向への力をより働かせていることが確認できる。㉘１０７
―
ｂを見る。 「旃
罽
帖」の第二行目、第一・二文字目にあたる。 「下」字の第二画目と第三画目の動 を横へ大きく
とっていることが確認できる。
㉙１０８－ｃを見る。 「旃
罽
帖」の第三行目、第三・四文字 にあたる。 「足下」二文字共にほぼ同じ調子で運んでいるこ
が確認できる。
㉚１１８
―
ｄを見る。 「胡桃帖」の第一行目、第一・二文字目にあたる。 「足」字の第一画目で軽く筆を開いた後、第二画目
までの間を長く遠くとり、それを受け第二画目の起筆は、落筆高く入っている。その反動で右側に強く当たり左下方に跳ね出している。その働 を粘るように「下」字の第一画目で右方向に受け、第二画目の強い断筆、第三画目の強い粘りと「足下」一貫とした受け応えが成立していることが確認できる。
㉜１２２
―
ｅを見る。 「胡桃帖」の第五行目、第六・七文字 にあたる。前 の「及」字を受けてか、 「足下」二字共小さく
纏めている。そのこともあってか「足」字からの連綿を非常に強く働かせ小さいながら 強さを表して ることが確認できる。
㉜１３０
―
ｆを見る。 「虞安吉帖」の第三行目、 ・六文字目にあたる。 「足」字の第一画目で強く大きく左方向に筆を開
き、開いた筆を上下の動きで閉じ き、 い間をもって閉じている状態で 二 下方向に長 力を働かせ、折り返し跳ね出して る。 「下」字、三画共高さと距離をもってバランスよく収まっていることが確認できる。
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㉝１３１
―
ｇを見る。 「虞安吉帖」の第四行目、第七・八文字目にあたる。 「足下」二文字通しテキパキと同じ調子で運んで
いる。右下方向に力が強く働いていることが確認できる。
㉞１３３
―
ｈを見る。 「虞安吉帖」の第六行目、第一・二文字目にあたる。 「足下」二文字通し呼吸長くゆったりと運んでい
る。 「足」字の第一画目右方向に長く運び、第二画目も大きくうねる様に呼吸長く運んでいる。じっくりためてから跳ね出し、 「下」字に向かっている。 「下」字、最初から最後ま 、上下の動きを大切にし呼吸長く連綿していることが確認できる。
　以上、十七帖中三十四か所での「足下」二文字を検証してきた。二十九通それぞれの尺牘の中で様々な表情を見せている。
表情を変えたその構成は、実に多様であることが確認できた。「五」 、 「三井聴氷閣本十七帖」連綿の研究
　三井聴氷閣本十七帖の連綿箇所を検証する。王義之の尺牘には、二文字・三文字・四文字を一文字として見えるように書
いた箇所が多々確認できる。最初に一文字の中での偏から旁への連綿線のあるものとないものを比較検証し、その後二文字・三文字・四文字の連綿箇所を検証していく。（１） 、一文字の中での偏から旁への連綿線のあるものとないものを比較検証する。
　挿図・５、 「三井聴氷閣本十七帖」絲布衣帖の文字を検証していく。
①挿図・５、 「絲布衣帖」の第一行目、第二文字目の「往」の文字と同三文字目の「絲」の文字を比較検証する。両文字と
もに偏と旁から成る文字だが、対照的な働きを見せている。
②挿図・５、 「絲布衣帖」の第一行目、第二文字目の「往」の を見る。「往」の文字は 偏から旁に至るまで実線として繋げず、一旦、紙から筆を離して、空画として運んでい ことが確認でき
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る。③挿図・５、 「絲布衣帖」の第一行目、第三文字目の「絲」の文字を見る。「絲」の文字は 偏からから旁に至るまで実線として繋げていることが確認できる。この繋がる連綿線も一画とし、右上方向に引っぱり上げる力として働かせ、前字「往」との変化をとっているのか。
　各文字、偏からから旁に至るまで空画とするか連綿線とするか。これは、原帖での前文字との受け応えから考えられる。
それが更に、前後左右への文字への働きへと繋がっていく 考える。（２） 、二文字の連綿箇所を検証する。
　挿図・５（１） 、三井聴氷閣本十七帖連綿比較表「逸民帖」の二文字連綿箇所を検証していく。
①６
―
Ａ、三行目、第二・三文字目の「復及」の二文字を見る。
「復及」の二文字は、連綿して二文字を一文字 如く運んでいること 確認 きる。連綿線は、 「復」字の最終部分で一旦閉じて命毛で連綿しながらも徐々に筆を開いていき、確実に繋げていることが確認できる。②７
―
Ｂ、四行目、第三・四文字目の「言面」の二文字を見る。
「言面」の二文字は、側筆のまま運んでいることがよく確認できる。連綿線は、 「言」字の最終部分で開いていた筆を多少閉じてきながらもしっかり強く運び繋げている。
　挿図・５（１） 、三井聴氷閣本十七帖連綿比較表「龍保帖」の二文字 箇所を検証していく。
③８
―
Ｃ、一行目、第十・十一文字目の「遅見」の二文字を見る。
「遅見」の二文字は、龍保帖一行目の行末 文字にあたる。行末ということもあってか連綿箇所で長く呼吸もとらず、二文字を一文字の如く畳み込むように運んでいることが確認でき 連綿線は、強
「十七帖の研究」 （一）
一〇三
④９
―
Ｄ、二行目、第三・四文字目の「可耳」の二文字を見る。
「可耳」の二文字は、前行との受け応えもあり、伸びやかに運んでいる。 「可」字の最終筆部分で段々と閉じてきた筆をそのままの力で運び、 「耳」 字の第一画目の強い開きへと連綿している。二文字をもって一文字のごとく運んでいる場面である。
　挿図・５（１） 、三井聴氷閣本十七帖連綿比較表「積雪凝寒帖」の二文字連綿箇所を検証していく。
⑤１３
―
Ｅ、二行目、第三・四文字目の「足下」の二文字を見る。
「足下」の二文字は、連綿して二文字を一文字 如く運んで ることが確認できる。 「足」 の最終画収筆部分からその弾みでいっきに「下」 の第一画目まで引き連綿していることが確認できる。⑥１４
―
Ｆ、二行目、第八・九文字目の「省足」の二文字を見る。
「省」字の最終筆部分で開いていた筆を一旦閉じ、閉じたまま連綿していることが確認できる。二文字をもって一文字のごとく運んでいる場面である。⑦７
―
Ｇ、五行目、第六・七文字目の「間或」の二文字を見る。
「間或」の二文字は、連綿して二文字を一文字 如く ん いることが確認できる。連綿線も、 「間」字の最終部分で開いていた筆を閉じてきながらもしっかりと繋げている。
　挿図・５（１） 、三井聴氷閣本十七帖連綿比較表「服食帖」の二文字連綿箇所を検証していく。
⑧２０
―
Ｈ、二行目、第三・四文字目の「年時」の二文字を見る。
「年時」の二文字は、 「年」字の最終筆 筆を閉じ、そ 連綿していき「時」字の第一画目で徐々に筆を開いていっていることが確認できる。二文字をもって一文字のように運んでいる。
　挿図・５（１） 、三井聴氷閣本十七帖連綿比較表「知足下帖」の二文字連綿箇所を検証していく。
⑨２２
―
Ｉ、第一行目第三・四文字 の「下行」の二文字を見る。
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「下」字の最終画で開いた筆をそのまま強く豪快に、 「行」字に向けて連綿させてきていることが確認できる。連綿線でも力ゆるまず、はっきりと運んでいる。この「下行」二文字でも一文字の如く運んでいる。⑩２２
―
Ｊ、第一行目第五・六文字目の「至呉」の二文字を見る。
「至呉」の二文字を一文字に見えるかのように書いている。 「至」字から「呉」字まで力緩めず強く太い連綿線を引いていることが確認でき 。⑪２４
―
Ｋ、第三行目第二・三文字目の「知問」の二文字を見る。
「知」字収筆部分で一旦開いた筆を閉じながらも力緩めず「問」字に向かって運んでいることが確認できる。 「知問」の二文字を一文 の如く運んでいる。
　挿図・５（１） 、三井聴氷閣本十七帖連綿比較表「瞻近帖」の二文字連綿箇所を検証していく。
⑫２７
―
Ｌ、第三行目、第九・十文字 の「相必」の二文字を見る。
「相必」の二 は、行末にあたる。 「相」 の最終筆で筆を閉じきる前 そ ま、 「必」 の第 画目に入り、連綿部分も短くし二文字を一文字の如く運んでいることが確認できる。⑬２８
―
Ｍ、第四行目、第五・六文字目の「期耳」の二文字を見る。
「期耳」の二文字は、文章の切れ目という もあってか、豪快に運ん いる。 「期」字 最終筆で筆を閉じそ まま連綿させている。二文字をもって一 の如く大きくゆったり 運んでいる。⑭２９
―
Ｎ、第五行目、第二・三文字目の「當不」の二文字を見る。
「當不」の二文字は、一 の如く運んでいる。 「當」字の最終筆で筆を閉じ、そのまま連綿し直ぐ 「不」字の第一画目の点に入っている。⑮３１
―
Ｏ、第七行目第一・二文字目の「還具」の二文字を見る。
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「還具」の二文字は、一文字の如く運んでいる。 「還」字の最終筆で一旦、開いた筆を閉じながら連綿していき、 「具」字の第一画目に向けて又、筆を開いていっていることが確認できる。
　挿図・５（２） 、三井聴氷閣本十七帖連綿比較表「朱処仁帖」の二文字連綿箇所を検証していく。
⑯３５
―
Ｐ、第二行目、第一・二文字目の「書信」の二文字を見る。
「書信」の二文字は、行頭 にあたる。 「書」字の最終筆で筆を開き、大きく開いた筆を段々閉じながら連綿させ、その閉じた筆 まま「信」字の第一画目 入り、徐々に筆を開いていっていることが確認 きる。二文字を一文字の如く運んでいる箇所である。⑰３６
―
Ｑ、第三行目、第三・四文字 の「可令」の二文字を見る。
「可令」の二文字は、呼吸長くゆったりと一文字の如く運んでいる。 「可」字の最終 閉じてきた そのまま連綿し、「令」字の第一画目に入り筆を開いていっていることが確認できる。⑱３６
―
Ｒ、第三行目、第五・六文字目の「必達」の二文字を見る。
「必達」の二文字は、行末にあたる。 「必」 の最終画 点で開ききった筆を段々と閉じな ら連綿線に入り、 「達」字の第一画目へと繋がっていくことが確認できる。二文字を一文字の如く大きく運んでいる。
　挿図・５（２） 、三井聴氷閣本十七帖連綿比較表「七十帖」の二文字連綿箇所を検証していく。
⑲３８
―
Ｓ 　、第二行目、第七・八文字目の「相復」の二文字を見る。
「相復」の二文字は、一文字の如く運んでいる。 「相 字の最終 で一旦開いた筆を閉じながら連綿して き、 「復」字の第一画目で段々筆を開いてきていることが確認 き⑳３９
―
Ｔ 　、第三行目、第一・二文字目の「頤養」の二文字を見る。
「頤養」の二文字は、行頭の二文字にあたる。 「頤」字の最終筆 開いた筆を閉じていき、命毛での連綿の後、 養 第
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一画目でしっかりと筆を開いていっていることが確認できる。二文字を一文字の如く運んでいる箇所である。㉑３９
―
Ｕ、第三行目第四・五文字目の「年垂」の二文字を見る。
「年垂」の二文字は、一文字の如く運んでいる。 「年」字の最終画で開いた筆でそのまま連綿させ、 「垂」字の第一画目に入っていっていることが確認できる。㉒３９
―
Ｖ、第三行目、第八・九文字目の「推之」 二文字を見る。
「推之」の二文字は、行末にあたる。小さく畳み込むように、一文字の如く運んでいる。 「推」字は筆を閉じぎみに運んでいるが、そのまま連綿させ「之」 の第 画目 点で大きく筆を開いていることが確認できる。㉓４０
―
Ｗ、第四行目、第二・三文字目の「理得」の二文字を見る。
「理得」の二文字は、一文字の如く運んでいる。 「理」字の最終画で開 た筆を段々と閉じながら連綿させ、 「得」字の第一画目に向けて徐々に筆を開い㉔４０
―
Ｘ、第四行目、第五・六文字目の「以為」の二文字を見る。
「以為」の二文字は、一文字の如く運んでいる。 「以」字の最終筆で開いた筆を段々と閉じな ら連綿させ、 「為」字の第一画目に向けて閉じていた筆を一気に開いていっていることが確認できる。㉕４１
―
Ｙ、第五行目、第六・七文字目の「以爾」の 文字を見る。
「以爾」の二文字は、一文字の如く運んでいる。 「以」 の最終筆 開いた筆を多少閉じ太く強くしっかりと連綿させ、「爾」字の第一画目に向けてまた大きく筆を開いていっていることが確認できる。㉖４２
―
Ｚ、第六行目、第五・六文字目の「非復」の二文字を見る。
「非復」の二文字は、一文字の如く運んで る。 「非」字 最終画で開 た を段々閉じながら連綿させ、 「復」字の第一画目で一気に筆を開いていっていることが確認 き
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　以下、 「十七帖の研究」 （二）
―
三井聴氷閣本からの筆意考証と日本近代大家臨書の一考察
―
に稿を続ける。
附記
写真版「三井聴氷閣本十七帖」は、雄山閣発行「シリーズ書道基本名品集草書編十一・王羲之十七帖」より掲載。
参考文献書道全集（平凡社） 、書芸術全集（雄山閣） 、中国書道事典（雄山閣） 、中国書道辞典（木耳社） 、中国書道文化辞典（柳原出版） 、文物（文物出版社） 、中国法書ガイド（二玄社） 、中国書論大系（二玄社） 、書籍名品叢刊（二玄社） 、書宗院報（書宗院） 、書宗院研究会報（書宗院研究会） 、書道基本名品集（雄山閣） 、書品（東洋書道協会） 、法書要録（人民美術出版社） 、王義之を中心とする法帖の研究（二玄社） 、王義之（講談社） 、王義之の書（天来書院） 、テキストシリーズ（天来 院）他
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挿図・１　三井聴氷閣本十七帖「郗司馬帖」
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挿図・２　三井聴氷閣本十七帖「逸民帖」
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一一〇
挿図・３　三井聴氷閣本十七帖「省別帖」
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挿図・４　三井聴氷閣本十七帖「足下」二文字比較表（１）
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挿図・４　三井聴氷閣本十七帖「足下」二文字比較表（２）
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挿図・４　三井聴氷閣本十七帖「足下」二文字比較表（３）
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一一四
挿図・５　三井聴氷閣本十七帖連綿比較表（1）
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一一五
挿図・５　三井聴氷閣本十七帖連綿比較表（２）
